
（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会の活動方
針となる「仙台スタートアップ戦略」を策定し、施策及び
支援活動計画を設定した。加えて、協議会員内でのテーマ
別勉強会を開催し、各組織の特長や支援内容の共有を図る
とともに、協議会HPをリニューアルし情報発信力の強化
を行った。

また、初回選定から2年が経過したJ-Startup TOHOKU
について、新たな有望スタートアップの発掘と、支援プロ
グラムの活性化を図るべく、推薦募集及び協議会による審
査を実施し、10社を新規登録した。

【活動実績】

・協議会会員内連絡会議 5回

（担当者間事務連絡会議、施策検討委員会、総会）

・協議会員内勉強会 10回

令和4年度の取り組み

48

令和4年度決算額：6,392千円

（連絡先：022-214-8768）

スタートアップ支援課

スタートアップ・エコシステム拠点都市推進

協議会サイトの更新

J-Startup TOHOKUお披露目会

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

施策展開への意見交換会協議会内勉強会



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

東北に集積する様々なリソースを活用し、革新的なプロ
ダクトの創出に挑戦するスタートアップなどの成長を加速
させることを目的とした集中支援プログラム「東北グロー
スアクセラレーター」を実施した。

プログラムでは、企業経営者や投資家、専門家などがア
ドバイザーとなり、スタートアップなどの成長に必要な知
識のレクチャーや、課題解決のためのメンタリングを提供
した。

また、スタートアップなどの更なる成長を支援するため、
地方最大級の起業家応援イベント 「 SENDAI for
Startups!」と「TOHOKU STARTUP NIGHT］で成果発表
の場を提供し、ビジネスマッチングや認知度の向上につな
げた。

・応募総数 70件

・採択者数 10件

・資金調達額（支援期間中）3億2,000万円

・成果発表会

来場者数 135名

オンライン視聴者数 471名

令和４年度の取り組み
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令和４年度決算額：32,642千円

（連絡先：022-214-8278）

スタートアップ支援課

グローバルスタートアップ創出

成果発表会

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

東北大学の研究シーズ活用企業の創出・成長を支援し、
雇用拡大・地域経済活性化を図ることを目的に、東北大学
連携型起業家育成施設（T-Biz）の運営支援と、入居企業
に対する賃料補助を実施した。

また、連携する支援機関による説明会の開催や、入居企
業の支援ニーズの把握のため、年2回支援機関の関係者と
の面談を実施し、各支援機関の有する支援メニューの紹介
や活用に向けた支援を行った。

・補助金交付件数 16件

令和4年度の取り組み

50

令和4年度決算額：5,115千円

（連絡先：022-214-8278）

スタートアップ支援課

東北大学連携型起業家育成

東北大学連携ビジネスインキュベータ（T-Biz）

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

社会課題解決に取り組むゲストを招いたトークイベント
や「デザイン思考ワークショップ」等の各種ワークショッ
プを実施した。

また、社会起業家育成プログラム「東北ソーシャル・イ
ンパクトアクセラレーター」を実施し、社会起業家に対し
て約半年間の集中支援を行った。地方最大級の起業家応援
イベント「SENDAI for Startups!」で成果発表の場を提
供し、ビジネスマッチングや認知度の向上につなげた。

・プログラム 採択人数 12名

・ プログラム、イベント 参加者数 2813人

・首都圏関係人口創出

プロジェクト参加者数（63 人）

講師・メンター参加者数（29 人）

首都圏イベント参加者数（323 人）

令和4年度の取り組み
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令和4年度決算額：21,996千円

（連絡先：022-214-8278）

スタートアップ支援課

ソーシャルイノベーター育成・支援

成果発表会デザイン思考ワークショップ

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」、重点プロジェクト⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成につながる大
学の研究成果やICTを活用した課題解決事業アイデアをブ
ラッシュアップすることで、実用化に向けた様々な支援を
行う集中支援プログラム「SENDAI NEW PUBLIC」を実
施した。

大学研究者3名を採択し、起業に向けた事業アイデアの
ブラッシュアップや企業とのマッチング支援、実証実験に
向けた調整等を実施した。起業前の採択者については研究
成果等を活用したビジネスモデルの構築ができ、起業準備
段階へ進展した。起業済みの採択者については、事業展開
にあたっての課題の洗い出しやターゲットの再検討を行い、
仮説検証のための顧客ヒアリングを実施した。

・応募件数 6件

・採択者数 3件

令和4年度の取り組み
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令和4年度決算額：6,636千円

（連絡先：022-214-8278）

スタートアップ支援課

課題解決型ICTプロダクト等実証支援

SENDAI NEW PUBLIC ホームページ

経済成長戦略2023：重点プロジェクト③Society5.0を実現する「X-TECHイノベーション都市・仙台」、重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都
市・仙台」



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

起業予定者に対して、窓口やオンラインでの専門家によ
る様々な助言（起業準備、資金調達、販促、事業計画、企
業形態、経理等）を行うとともに、各分野の専門家を一堂
に集めた合同相談会(オフライン・オンラインを併用)や、
起業に必要な知識・ノウハウを起業家の課題・段階に応じ
て説明する各種セミナーを定期的に開催することで、起業
活動の促進を図り、開業後の状況把握・経営課題解決に向
けたフォローアップを行った。

令和3年6月に国家戦略特区を活用して開設した「仙台市
開業ワンストップセンター」にて、専門家による開業手続
き相談、オンライン申請支援を実施した。

・開業前相談件数 1,446件

・開業後相談件数 669件

・セミナー開催回数

（オフラインセミナー 9コース）

（オンラインセミナー 12コース）

・開業支援件数 126件

・開業ワンストップセンター法人設立支援件数 43件

令和4年度の取り組み
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令和4年度決算額：35,046 千円

（連絡先：022-214-8278）

仙台市産業振興事業団 起業支援課（スタートアップ支援課）

仙台市起業支援センター アシ☆スタ

開業ワンストップセンターオンライン起業相談イメージ

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」



（4）東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」

起業に対する理解・関心を高め、起業を啓発・促進する
とともに、本市へのUIJターン起業や東北の起業家に対す
る支援・投資を呼び込むきっかけを創出するため、全国で
活躍する著名な起業家による基調講演や、東北で活躍する
起業家のプレゼンテーションなどを行う地方最大級の起業
家応援イベント「SENDAI for Startups!」を開催した。

本イベントは、東北でチャレンジする人を応援する
「TGA Festival」、「TOHOKU SOCIAL INNOVATION
SUMMIT」、「DA-TE APPS!」の3つのイベントで構成し、
オンラインとオフラインのハイブリッド型で3日間開催し、
ビジネスマッチングやネットワークの拡大につながる機会
を提供した。

・来場者数 516名

・オンライン視聴者数 1,775名

令和4年度の取り組み
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令和4年度決算額：6,900千円

（連絡先：022-214-8278）

スタートアップ支援課

起業啓発・促進イベント開催

経済成長戦略2023：重点プロジェクト④東北の豊かな未来を創る「ソーシャル・イノベーション都市・仙台」、重点プロジェクト⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり



（5）次世代放射光施設立地を最大限に生かす「光イノベーション都市・仙台」
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・トライアルユース事業

SPring-8（兵庫県）等の既存放射光施設を活用して多種
多様な事例を創出し、その事例をもとに普及啓発を行うこ
とで、次世代放射光施設ナノテラス稼働後の積極的な利用
に繋げる「トライアルユース事業」を実施した。また、普
及啓発のための成果発表会を行った。

・令和4年度事業 採択件数 9件（応募件数 10件）

・成果発表会 視聴者 188名

・ナノテラス関連のコンテンツ配信及びセミナー開催

ナノテラスの認知度向上、利用促進を目的として、ウェ
ブサイトにナノテラス関連記事を掲載した。また、オンラ
インセミナーを開催した。

・総閲覧回数 36,217回

・セミナー 視聴者 259名

令和4年度の取り組み

令和4年度決算額：14,954千円

（連絡先：022-214-8768）

産業振興課

次世代放射光施設関連産業振興

オンラインセミナー

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑤次世代放射光施設立地を最大限に生かす「光イノベーション都市・仙台」

測定作業の様子（SPring-8） 成果発表会チラシ

（現在もYouTubeで
アーカイブ配信）
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（6）ダイバーシティ経営と人材確保

「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」の「三方よ
し」に、社員にとってより良い職場環境づくりに取り組む
「働き手よし」を加えた「四方よし」な優れた取り組みを
行っている地元中小企業を『仙台「四方よし」宣言企業』
として通年で募集し、その取り組みを幅広く発信した。

また、『仙台「四方よし」宣言企業』の登録企業を対象
に、仙台「四方よし」企業大賞表彰を行い、大賞、優秀賞、
特別賞の企業を決定し、表彰した。

・企業大賞表彰

大賞 1社 優秀賞 2社 特別賞 1社（累計18社）

・宣言企業エントリー数 5社（累計31社）

令和4年度の取り組み

令和4年度決算額：6,314千円

（連絡先：022-214-8275）

経済企画課

仙台「四方よし」企業大賞

経済成長戦略2023：⑥ダイバーシティ経営による人材確保



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

コロナ禍により就職が困難な状況におかれた新卒者や内
定取り消し者、就職先が決まらずに非正規雇用で働いてい
る者や職を失った20～35歳の若年層を対象に、就職に関
する相談窓口「仙台シャイン・アシストセンター」を設置
のうえ、キャリアカウンセリングや企業とのマッチングイ
ベント、他の支援機関の案内等を行い、求職者の就労支援
および地元企業の人材確保を図った。

・就職決定者数 4名（すべて正規雇用）

・事業登録者数 24名

・求人企業数 32社

・応募書類作成ワークショップ

実施回数 5回

・イベント「SENDAIジョブフェア」

開催回数 2回

参加企業 計14社

参加者 延べ18名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：4,999千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

若者就労・定着支援事業

経済成長戦略2023：感染症プロジェクト②経済環境の変化を踏まえた変革の促進、重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保

SENDAIジョブフェアの様子



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

就職氷河期世代（36～51歳）の方で、主に非正規雇用
の方などを対象とし、相談支援、平日夜間や土日のスキル
アップ研修、氷河期世代の方の正規雇用に前向きな企業と
のマッチングイベント等の開催により、求職者の就職支援
および地元企業の人材確保を図った。

・就職決定者数 31名

（うち正規雇用21名、非正規雇用10名）

・事業登録者数 116名

・求人企業数 94社

・個別相談実施回数 延べ1,148回

・スキルアップ研修等参加者数 149名

・「宮城・仙台ジョブフェア」※宮城県と共催

7月：参加企業数47社 参加者数72名

12月：参加企業数48社 参加者数71名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：14,999千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

就職氷河期世代就職支援事業

経済成長戦略2023：感染症プロジェクト②経済環境の変化を踏まえた変革の促進、重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

『就活お役立ちポータルサイト 仙台で働きたい！』を
運営し、地元就職支援に関する企業情報やイベント情報を
外部のWebサイトから集約し発信したほか、地元就職の魅
力を伝えるため、仙台市の都市情報や地元企業で働く若手
社員のインタビュー記事等を掲載した。

また、就職活動に臨む学生が「地元企業を知り、地元就
職を考える」機会となるイベントを様々な内容で開催した。

・ポータルサイト掲載企業 1,300社以上

・仙台で働きたい！

「WEB合同企業説明会」

参加企業数 53社

参加者数 88名

・「合同就職面接会」

参加企業数 42社

参加者数 61名

・「少人数制イベント」

開催回数 計3回

参加企業数 計8社

参加者数 計47名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：11,999千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

仙台で働きたい！プロジェクト

https://sendaidehatarakitai.jp/

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保

少人数制イベントの様子

https://sendaidehatarakitai.jp/


（6）ダイバーシティ経営と人材確保

学生が地元企業経営者や若手社員から直接話を聞き、意
見交換する場を設け、職業選択について考えるとともに、
「地元で働く意義」「地元中小企業の魅力」を伝える機会
を創出し、併せて企業側の意識改革や人材確保等に繋がる
取り組みを行った。

• 学生 × 若手経営者 × 交流「仙台で働く」を考える
SDGsカードゲーム交流会

参加企業数 53社

参加学生数 88名

• 大学のキャリア授業を活用した交流事業

東北大学、宮城大学、東北学院大学、東北工業大学等で
講義を行った。

・仙台商業高等学校キャリアセミナー

参加企業数 16社

参加生徒数 約300名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：478千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

学生と企業の交流の機会づくり

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保

仙台商業高等学校キャリアセミナーの様子

SDGsカードゲーム交流会の様子



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

学生のキャリア支援、地元定着促進、受入れ企業の人材
育成等を目的に、大学１～２年生を対象とした地元企業へ
の5日以上のインターンシップを、地元の大学や短期大学
と連携し実施した。インターンシップ受入れ企業の開拓・
支援のため、インターンシッププログラムの開発に向けた
セミナー開催やコンサルティング支援を行った。

• 大学低学年向けインターンシップ

（夏季・対面及びオンライン）

受入企業数16社 参加学生数39名

企業向けインターンシッププログラム作成セミナー

開催回数 1回

学生向けオンラインセミナー 開催回数 2回

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：1,076千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

大学・企業との連携による地方創生推進

大学１～２年生からのインターンシップ参加

地元大学地元企業 仙台市

・１～２年生インター
ンシップ参加への誘導
（単位化）

・参加企業への助言

・学生のキャリア支援

・インターンシップ
プログラムの作成

・社員の人材育成

・企業課題の発見、
解決の糸口

・学校との連携強化

・参加企業への支援

・インターンシップ
フェア開催

・地元定着促進

 就職活動前の学生に対する地元企業の周知強化

 インターンシップを通じた、地元企業と学生の
相互理解の促進

 学生向けの社会教育の充実化（業種、業界、会
社、働くとは何か等）

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

地元中小企業に就職した若者の奨学金の返還を3年間補
助（最大18万円/年×3年間→最大54万円）することによ
り、地元就職へのきっかけづくりや地元企業の人材定着を
図った。

令和5年3月に新卒者（既卒3年以内含む）として協力企
業に正規雇用で就職する学生を対象に募集を行い、定員
140名に対し115名を支援対象者として認定した。

・認定支援対象者数 115名（令和5年3月卒業者）

（参考）令和2年3月卒業者 65名認定

令和3年3月卒業者 115名認定

令和4年3月卒業者 120名認定

・認定協力企業数 172社（令和5年3月末）

【支援対象者】
新卒者として対象企業に正規雇用で就職する者（大学、

大学院、短大、高専、専修学校専門課程の者。既卒3年以
内含む）

【支援の条件】
協力企業に就職し、奨学金の返還を行っていること

【対象企業】
・市内に本社を置く中小企業、社会福祉法人、医療法人、

NPO法人等
・市外本社の場合は、市内に事業所があり、そこで働く者
を採用する中小企業、社会福祉法人、医療法人、NPO法
人等

令和4年度の取り組み

62

令和４年度決算額：25,567千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

奨学金返還支援事業

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

今後の地域経済を担う高校生を対象に、地元産業・企業
の魅力や社会的意義を知ってもらい、将来の地元就職やU
ターンにつなげることを目的として、様々な業界の地元企
業の仕事を体験できる職業体験イベントを開催した。

生徒には事前に出展企業の「紹介冊子」を配付し、参加
企業のPRを行ったほか、仙台市の産業や都市の特徴につい
ても情報を提供した。

・職業体験イベント「未来ビュー仙台」

来場生徒数 1,741名

出展企業・団体数 15社

ブース訪問生徒数 801名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：4,438千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

高校生向けフィールドスタディ（職業体験）

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保

職業体験ブースの様子



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

地域産業の担い手となる人材の確保及び定着を促進する
ため、宮城県及び宮城労働局と合同で、新規卒業予定者
（高校生、大学生）等を対象とした合同企業説明会や就職
面接会等を開催した。

・「高校生のための合同企業説明会」

参加企業数 108社 参加生徒数 751名

・「新規高等学校卒業予定者就職面接会」

参加企業数 96社 参加生徒数 91名

・「みやぎ合同就職面接会」

参加企業数 88社 参加生徒数 83名

・「みやぎ就職ガイダンス」

参加企業数 77社 参加学生数 118名

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：1,886千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

合同企業説明会

仙台市

宮城県

宮城労働局 企業

学生

事業の
企画・
運営等

イベント開催

情報
収集

説明

企業訪問
面接
内定
就職へ

共 催

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保、重点プロジェクト⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり

合同企業説明会の様子



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

【UIJターン就職促進事業】

東北の各自治体と連携し、令和6年3月卒業予定の大学生

等を主な対象として、東北の地元企業が参加する就活イベ

ントをオンラインで開催した。また、首都圏の大学生を対

象に、宮城・仙台への関心度向上やUIJターン就職の促進

を図る観点から、地元企業と交流しながら販促企画の提案

を行うワークショップを開催するなどの取り組みを行った。

・「山形/仙台/東北ワークフェス

（WEB企業・業界研究会）」

参加自治体：仙台市、山形市、青森市、弘前市、八戸市、

秋田市、福島市、郡山市、いわき市

参加企業数 29社、参加学生数 66名

・「地域活性化実践型 首都圏大学合同ワークショップ」

協力企業数 2社

参加学生数 21名

・「宮城まるごとOnline移住フェア」

個別相談者数 3名

【移住支援金】

東京圏からの移住者のうち、テレワーカーや地元の対象

企業に就職した方などを対象に、移住支援金を交付した。

・交付件数 63件、交付合計金額 57,000千円

令和4年度の取り組み
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令和４年度決算額：58,714千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課UIJターン就職促進事業
移住支援金

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保、重点プロジェクト⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

企業の採用力強化やダイバーシティ経営の推進につなが
る取り組みを支援することで、地元企業が抱える人材の採
用・定着といった課題の解決に加え、多様な人材が中小企
業で活躍する社会づくりを促進した。

学生・求職者に選ばれる企業づくりを支援するため、採
用コンサルティングとセミナーを実施した。また、個人
（学生・求職者・在職者）のキャリア支援のため、無料職
業紹介や仕事の悩み相談（キャリア・コンサルティング）、
オンライン就活用スペース運営等を実施した。

・採用コンサルティング

利用企業数 54社（延べ126回）

・人事セミナー

開催回数 7回、参加者数 273名

・無料職業紹介件数 249件

・キャリア・コンサルティング

実施回数 55回、参加者数 260名

・就活用スペース貸し出し件数 135件

令和4年度の取り組み

66

令和４年度決算額：6,651千円

（連絡先：022-724-1116）

仙台市産業振興事業団 人材確保支援課（商業・雇用支援課）

雇用支援事業

キャリア・コンサルティングの様子

経済成長戦略2023：感染症プロジェクト①地域経済への影響を最小限に抑える取り組み、重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保



（6）ダイバーシティ経営と人材確保

台湾、タイの合同企業説明会への参加や連携大学との交
流会の開催を通じて、高度外国人人材と地元企業とのマッ
チングを図るとともに、大学生等に対する海外留学や海外
インターンシップの支援により、仙台エリアにて就職また
は起業するグローバルな視点を持った人材の育成を図った。

また、多様な人材が活躍できる職場環境の整備等に資す
る新規ソリューションビジネスを支援する働き方改革促進
ビジネス開発委託事業の実施等により、地元企業の働き方
改革の促進を図った。

• 台湾、タイの大学等との交流イベント・企業説明会

開催回数 12回、参加者数 1,089名（右表参照）

• グローバル人材育成支援（海外留学奨学金）

支援者数 2名

• 働き方改革促進ビジネス開発委託

採択数 2件

令和4年度の取り組み

67

令和４年度決算額：7,529千円

多様な人材活躍推進事業
仙台市産業振興事業団 人材確保支援課（商業・雇用支援課）

（連絡先：022-724-1116）

経済成長戦略2023：重点プロジェクト⑥ダイバーシティ経営と人材確保

催事名 参加者数

義守大学オンライン交流会 65

JOB博台湾 267

国立台中科技大学オンライン交流会 40

タイ JAPAN JOB FAIR 250

東呉大学オンライン交流会 61

国立台湾海洋大学 50

ラチャモンコン大学交流会 30

東呉大学学内企業説明会 121

東海大学学内企業説明会 50

国立台中科技大学学内企業説明会 50

義守大学オンライン交流会 60

中国文化大学オンライン交流会 45

台湾東呉大学内企業説明会 海外留学奨学金募集チラシ
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（7）仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり

首都圏を中心とした企業に直接訪問したほか、オンライ
ンミーティングなどの手法を活用し、本市の立地環境や各
種支援施策のPRを行った。

ビジネス誌において、市長と日本経済をけん引する著名
な企業代表者との対談記事広告を掲出したり、次世代放射
光施設「ナノテラス」や東北大学サイエンスパーク構想な
どに関連する取組を周知し、本市の立地環境の優位性を広
くPRした。

また、企業立地促進助成制度等を活用し、本市への企業
立地を促進した。

・訪問件数 109社（オンラインミーティング含む）

・立地件数 32件

令和4年度の取り組み

令和4年度決算額：432,466千円

（連絡先：022-214-8245）

企業立地課

企業立地促進

進出企業による立地表明式

経済成長戦略2023：重点プロジェクト③Society5.0を実現する「X-TECHイノベーション都市・仙台」、重点プロジェクト⑤次世代放射光施設立地を最大限に生かす「光イノベーション都
市・仙台」、重点プロジェクト⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり

ビジネス誌への掲出による立地環境等のPR
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（7）仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり

仙台蒲生産業団地について、当該団地への産業集積を図
るため、市有地の利活用を希望する事業者の募集や契約に
関する手続きを円滑に実施した。

また、市有地の一部について、高砂コンテナターミナル
のサブヤードとなるコンテナシャーシ置き場として、コン
テナ運送事業者等への貸し付けを行った。

震災前の水準以上に回復した仙台港区のコンテナ取扱量
のさらなる増加を目指し、官民一体となった枠組みによっ
て各種事業を行った。

・市有地利活用事業者募集による決定数 7件

令和4年度の取り組み

令和4年度決算額：5,341千円

（連絡先：022-214-8245 ）

企業立地課

仙台港周辺地区復興支援

蒲生北部地区市有地事業者決定状況等（令和5年3月現在）蒲生北部地区航空写真（令和3年8月撮影）

経済成長戦略2023：①「地域リーディング企業」を生み出す徹底的集中支援の推進、⑦仙台・東北のポテンシャルを高める基盤づくり



（８）その他産業振興に係る事業

東日本大震災からの復旧・復興に向けて、東日本大震災

でり災した中小企業者が、本市融資制度及び商工会議所等

が指導・推薦する小規模事業者経営改善資金震災対応特枠

を利用した場合、その利子及び保証料について補給するこ

とで、地元中小企業の早期復旧と事業再建を支援した

 本市融資制度利子及び保証料補給

下記条件により、被災事業者に対して利子及び保証料補

給を行った（申請・交付は年2回）

• 補給対象となる融資限度額 3,000万円

• 補給対象期間 3年

• 利子保証料補給実績 78件、4,711千円

 小規模事業者経営改善資金利子補給

仙台商工会議所及びみやぎ仙台商工会が実施する日本政

策金融公庫の小規模事業者経営改善資金震災対応特枠

（災害マル経）の融資を受けた者が支払った利子を補給す

る事業に対し、当該補給額相当分を補助金として交付した。

・利子補給実績 21件、147千円

令和4年度の取り組み

70

令和4年度決算額：4,858千円

（連絡先：022-214-1003 ）

中小企業支援課

中小企業者金融支援事業（復旧復興）

【小規模事業者経営改善資金(災害マル経)】
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（8）その他産業振興に係る事業

市内中小企業が雇用のミスマッチ分野等において東日本
大震災で被災した求職者を雇い入れる場合に、仙台市事業
復興型雇用創出助成金（中小企業型）を支給し、他の産業
政策と一体となって支援を行うことで、被災地域の雇用を
促し、人手不足解消を図った。

【対象事業所】

市内（宮城野区・若林区・太白区）に事業所を有し、中
小企業基本法第２条第１項に規定する中小企業者に該当す
る事業所等で、指定の支援施策を受けていること。

【雇入費助成額】

被災三県求職者の雇入れ１人あたり120万円（短時間労
働者は60万円）を助成。１事業所につき2,000万円（３
年）を上限とする。

【助成金交付実績】

対象事業所数 4事業所、対象労働者数 6名

【スキーム】

令和4年度の取り組み

71

令和４年度決算額：477千円

（連絡先：022-214-1007）

商業・雇用支援課

事業復興型雇用創出事業
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（１）経営体の確保・育成

（２）生産基盤の強化

（３）魅力ある地域の形成

（４）収益性の向上と所得の確保

（５）森林の持つ多面的機能の発揮・維持

4.農業の持続的発展

72
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（１）経営体の確保・育成

民間活力の導入により再整備されたせんだい農業園芸セン
ターについて、施設の管理・運営や研修事業など関連事業へ
の補助等を通じて、農業者等の人材育成及び市民が農と触れ
合える拠点施設としての活用を進めた。

• 収益性の高い農業推進支援拠点

農業経営や農産物の栽培方法をはじめとした各種研修事業、
ICT活用の先進技術を取り入れた施設園芸の視察受け入れ等
により、農業者及び農業に関心のある方への技術習得や農業
経営に関する支援を行ったほか、観光果樹園整備を実施した。

• 農と触れ合う交流拠点

四季折々の花や草木を楽しめる花壇や広場などの整備を行
うとともに、農や自然に親しむことを目的とした様々なイベ
ントを実施した。

・年間入場者数 300,799名

• 施設の長寿命化

令和４年度は倉庫棟・エネルギー棟大規模改修工事と管理
研修棟大規模改修工事設計を行った。

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：214,375千円

（連絡先：022-214-8266）

農政企画課

拠点施設活用（せんだい農業園芸センター）

「農と触れ合う交流拠点」

「収益性の高い農業推進支援拠点」

せんだい農業園芸センター全体図



74

（１）経営体の確保・育成

• 担い手の育成・支援

農業経営に意欲的に取り組む農業者等を認定農業者とし
て認定・育成するとともに、新規就農者、集落営農組織な
ど、多様な担い手に対して支援を行った。

・経営発展支援事業採択件数 2件

・経営開始資金、農業次世代人材投資資金交付人数

6名

・新規就農小規模農業機械助成事業採択件数 ２件

・せんだい次世代スマート農業・生産技術ゼミ

参加者数 10名

・農林漁業振興資金利子補給支給件数 11件

• 次世代アグリヒロイン活躍支援事業

女性農業者が活躍する経営体の育成を目標とし、次世代
の女性農業者の掘り起こしを行うとともに、女性農業者を
対象とした視察研修会を実施した。

・視察研修会開催回数 １回

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：37,465千円

（連絡先：022-214-7327）

農業振興課

農業担い手総合支援（1/3）

せんだい次世代スマート農業・生産技術ゼミ
現地視察の様子

福島市農業女子との交流の
様子
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（１）経営体の確保・育成

• 農業法人等収益向上支援事業

地域特性にあった付加価値の高い園芸作物の導入等を通
し、農業経営の複合化、栽培技術の向上、労働時間の省力
化、生産経費の削減、営農意欲の向上等に一体的に取り組
むことで、法人の経営全体を捉えた「高収益化」を目指し
たモデル事業の構築を行った。

・農業法人等収益向上支援事業による支援件数 1件

• 担い手確保・経営強化支援事業

先進的な農業経営の確立に意欲的に取り組む認定農業者
等に対し、農業用機械等の導入支援を行った。

・担い手確保・経営強化支援事業補助金 交付額

12,773千円（２件）

• 経営継承・発展支援事業

地域を牽引してきた中心経営体等から経営を継承した後
継者が、自らの農業経営を発展させるための取り組みに係
る経費に対して支援を行った。

・経営継承・発展支援事業 交付額

2,000千円（２件）

令和４年度の取り組み

（連絡先：022-214-7327、8335）

農業振興課

農業担い手総合支援（2/3）

事業で導入した機械類
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（１）経営体の確保・育成

• 施設園芸推進（パイプハウス設置等）事業

農業所得の向上と生産の安定に向け、パイプハウス設置
等に対しての支援を行った。

・施設園芸推進事業補助金交付額 1,638千円（3件）

【事業計画】

補助金で整備したパイプハウス

• 転作共同利用機械施設整備事業

需要に対応した生産に継続的に取り組むとともに、生産
性の高い水田営農を確立し、稲以外の作物の作付けを図る
ため、生産に必要な機械及び施設を整備する費用の補助を
行った。

・転作共同利用機械施設整備事業補助金交付額

3,365千円（１件）

補助金で導入した乗用管理機

令和４年度の取り組み

（連絡先：022-214-7327）

農業振興課

農業担い手総合支援（3/3）

Ｒ4 R5 Ｒ6

パイプハウス設置支援
転作共同利用機械施設整備支援

機械作業による
省力化・コスト削減

施設栽培による
安定生産
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（２）生産基盤の強化

• 農業用施設の維持管理

農業の生産性向上と災害に強い農村環境の確保に向け、
農業用施設の修繕や土砂浚渫・除草等の管理を行った。

（１）農業用施設の修繕

排水機場ポンプ 水路修繕

（２）農業用施設浚渫

・土地改良区・水利組合への補助金交付

・防災重点ため池の浚渫（浸水対策事業）

（３）農業用施設除草・清掃

• 維持管理財源の確保

大沼太陽光発電所および朴沢小水力発電所による売電収
入により、施設の維持管理に必要なコストの低減を図った。

・電力売払代金 25,693千円

令和４年度の取り組み

令和3年度繰越額： 2,978千円

（連絡先： 022-214-8268、7328 ）
農林土木課

農業用施設管理

大沼太陽光発電所 朴沢小水力発電所

水路除草前 水路除草後

水路土砂浚渫後水路土砂堆積状況

令和4年度決算額：132,276千円
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（２）生産基盤の強化

• 農業用施設の整備・補修・長寿命化対策

農業の生産性向上と災害に強い農村環境の確保に向け、
用排水路やため池等の整備・改修・安全対策を実施した。

（１）幹線水路改修 4件

高砂水路長寿命化対策工事 安全防護柵設置

（２）農業用用水路整備 6件

中沖南水路 新堰水路

（３）農道整備 4件

野村農道舗装整備

（４）ため池整備 5件

森安ため池整備

令和４年度の取り組み

令和3年度繰越額：491,089千円

（連絡先：022-214-8268、7328）
農林土木課

農業用施設整備 令和4年度決算額：745,880千円
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（２）生産基盤の強化

• 仙台東地区ほ場整備事業データ更新

国直轄事業である仙台東地区ほ場整備事業の完了に伴い、
整備後の農業用施設データの更新を行い、施設の適切な維
持管理を図った。

• 防災重点ため池監視システム整備

災害の発生時にため池の状況を速やかに把握するため、
防災重点ため池に監視システム（水位計、定点カメラ）を
整備し、運用を開始した。（50箇所設置済）

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：13,619千円

（連絡先：022-214-8268、7328）

農林土木課

農業用施設調査・計画策定

水位計

監視カメラ

監視カメラ拡大写真

監視カメラでため池の状
況および水位を執務室で
監視する

水 位 計：ため池の水位の
確認

監視カメラ：ため池の状況の
確認
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（２）生産基盤の強化

• 農業基盤及び管理体制整備事業

西部地区で農地中間管理機構関連農地整備事業等を活用
したほ場整備（農業生産基盤整備）を推進した。

大倉日向地区（17.1 ㏊） ：換地業務

倉内・大針地区（37.0 ㏊）：大区画化工事

秋保野尻地区（約14 ha） ：調査・設計

（地区面積）

着手前 完成

• 土地改良区の自主事業への支援等

（１）小規模土地改良事業

土地改良区が自ら行う施設の更新や土水路等の整備に対
して一部支援することにより、土地改良区及び農家負担の
軽減を図った。

（２）土地改良区組織強化

土地改良区の経営などの強化を図り、営農者同士が水利
施設などの適正な維持・管理を通して、生産性や地域コ
ミュニティー等の確保を図った。

小規模土地改良事業 土地改良区組織強化

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：41,492千円

（連絡先：022-214-8268、7328）

農林土木課

土地改良事業

＜大倉日向地区＞



81

（３）魅力ある地域の形成

• 中山間地域等直接支払交付金

農地の中でも傾斜地が多く、平坦地より負担の多い中山
間地における農業生産活動の維持や耕作放棄地の発生防止
等を目的として、草刈り等の共同活動を支援した。

・活動組織数 11組織

・対象面積 182ha

• 多面的機能支払交付金

土砂災害の防止や生態系保全といった農地の持つ多面的
機能の発揮により、農業生産活動の維持や耕作放棄地の発
生防止等を目的として、草刈り等の共同活動を支援した。

・活動組織数 51組織

・対象面積 312ha

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：133,467千円

（連絡先：022-214-8334）

農業振興課

多面的機能維持

交付金を活用して保全された農地 交付金を活用した共同作業の様子



野生鳥獣による農作物等への被害対策として、防護柵の
設置支援と併せて捕獲体制の充実を図った。

• 防護柵の設置等に関する取り組み

・防護柵設置補助件数 34件 14.6㎞

・ワイヤーメッシュ柵の維持管理支援団体数 7団体

• 捕獲等に関する取り組み

・イノシシ捕獲頭数 658頭

・仙台市鳥獣被害対策実施隊隊員数 82名

・地域ぐるみの捕獲対策実施地区数 42地区 568名

・箱わな導入数 37基

・くくりわな導入数 30基

・狩猟免許取得のための講習会料助成件数 2件
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（３）魅力ある地域の形成

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：24,428千円

（連絡先：022-214-8334）

農業振興課

有害鳥獣対策

防護柵の設置状況
地域ぐるみの捕獲対策
従事者に対する説明会
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（４）収益性の向上と所得の確保

• 地産地消機会創出のための情報発信

ホームページやSNSを活用し、地産地消に関する情報発
信を強化した。

• 学校給食向け環境保全米生産補助

市内の学校給食へ提供する環境保全米を確保するために、
市内農業者による環境保全米の生産を支援した。

・学校給食向け環境保全米生産補助金交付額

2,398千円

• ６次産業化等チャレンジ支援事業

市内農業者の６次産業化に向けた取り組みに対し専門家
等による指導の支援を行った。

・新商品開発件数 1件

• 農食ビジネスモデル構築事業

鮮度が落ちやすい枝豆を朝に収穫し、独自の流通ルート
によってその日のうちに飲食店や量販店に届け、消費者に
提供する「今朝採り枝豆」等の付加価値の高い農産物に係
るビジネスモデルの構築を進めた。

・今朝採り枝豆取扱店舗数 99店舗

・仙台井土ねぎ取扱店舗数 15店舗

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：30,996千円

（連絡先：022-214-8266）

農政企画課

農食ビジネス推進

経済成長戦略2023・重点プロジェクト②ローカル経済循環を拡大する「地消地産」の推進

とれたて仙台ホームページ
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（４）収益性の向上と所得の確保

• 安全・良質な農産物生産推進

地域循環型農業を進めるため、たい肥の供給が可能な市
内畜産農家の紹介リーフレットを作成し、農業者等に配布
した。

・地域循環型農業推進リーフレット 9,500部

地球温暖化防止や生物多様性保全に貢献する環境に優し
い農業の取り組みの推進を行った。

・環境保全型直接支払交付金交付額 659千円（2件）

• 野菜生産農家経営安定事業

野菜農家が安心して生産できるよう、価格変動による経
営への影響を緩和する取り組みを行った。

• 畜産農家への支援事業（和牛増頭推進事業）

優良で高品質な和牛産出を実現するため、和牛受精卵の
移植技術等に要する経費に補助金を交付した。

・和牛増頭推進事業補助金交付額

1,056千円（15件）

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：3,553千円

（連絡先：022-214-8335、8334）

農業振興課

高付加価値農業推進

牛飼養の様子

経済成長戦略2023・重点プロジェクト②ローカル経済循環を拡大する「地消地産」の推進
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（４）収益性の向上と所得の確保

• 経営所得安定対策

需給動向を踏まえた米の計画的な生産を推進し、麦・大
豆などを主体とした集団転作体系の定着・拡大を図った。
また、稲作と転作を組み合わせた収益性の高い水田農業の
確立に向けた取り組みを行った。

• 農地中間管理事業等

農地の貸付を希望する土地所有者から農地中間管理機構
が農地を借り受け、地域の担い手に貸し付けることで、農
地の有効な利用および担い手の経営の効率化を支援した。

・農地中間管理事業による契約面積

211.6ha（1,085筆）

• 仙台市地域農業基盤整備強化プラン

地域ごとに、今後地域の農業を中心的に担う個別経営体、
法人経営体、集落営農組織等の育成や、農地集積等の取り
組みに関する、地域農業の将来像を定めるプランの見直し
を行った。

また、令和7年3月までに策定が必要な当該プランの後継
プランとなる地域計画策定に向けて座談会を行った。

・令和４年度プラン見直し取り組み地区数 5地区

・令和４年度地域計画策定に向けての取組地区数 11地区

• 水稲直播栽培支援事業等

直播栽培の促進を図るため、当該栽培に取り組む地域の
担い手等に対して、経費の一部補助を行った。

・大規模水稲直播栽培団地育成事業補助金交付額

1,264千円（4件）

・水稲直播栽培支援事業補助金の交付額

309千円（10件）

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：8,497千円

（連絡先：022-214-8335、7327、8334）

農業振興課

水田フル活用推進

Ｒ4 R5 R6

【事業計画】

経営所得安定対策
農地中間管理事業

仙台市地域農業基盤強化プラン更新
水稲直播栽培支援事業
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（５）森林の持つ多面的機能の発揮・維持

• 市有林管理事業

市有林の経済的価値の向上や、水源涵養、土砂災害防止

等の多面的機能の発揮を図るため、市有林において、仙台

市森林経営計画に基づき計画的に除間伐等を実施した。

・除間伐の実績 (20.86ha)

黒森市有林 8.32ha

釜房市有林（川崎町） 12.54ha

※すべて保育間伐

• みんなの森づくり事業

市民の森林・林業への意識高揚及び生産者との交流の強
化を図るため、各種林業関連イベントを実施した。

・イベント参加者数
（１）下刈りボランティア ・6月実施 44名
（２）市民育樹祭 ・10月実施 79名
（３）夏休み親子木工教室 ・7月実施 70名

令和４年度の取り組み

令和4年度決算額：14,899千円

（連絡先：022-214-8264）

農林土木課

森林管理

市有林の間伐
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（５）森林の持つ多面的機能の発揮・維持

• 民有林振興事業

（１）林業事業者が行う森林施業等の事業費に対し補助を

行った。

・補助金交付額

スギ花粉発生源対策事業 600千円（間伐16.4ha）

山の幸振興総合対策事業 255千円

（２）森林ボランティアを担う人材を養成する目的で、

希望する市民を対象に講座を開催した。

・森林アドバイザー養成講座参加者数 16名

• 森林病害虫防除事業

森林病害虫駆除（326本）を実施し、蔓延する松くいや
ナラ枯れ被害を減少させることにより、被害の拡大防止を
図った。

• 森林経営管理制度の運用

（１）森林経営管理制度に係る事前調査等業務

森林経営管理制度に基づく森林経営管理集積計画の策
定に必要な、森林資源等の情報整備・資源解析を行った。

• 木材利用促進支援事業

県産材を使用した新築住宅へ補助金を交付し木材の利用
促進を支援した。補助件数115件。

令和４年度の取り組み

令和3年度繰越額：12,430千円

（連絡先：022-214-8264）
農林土木課

林業振興

現地確認測量調査 森林地形解析

令和4年度決算額：90,080千円
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（５）森林の持つ多面的機能の発揮・維持

【林道維持管理】

（１）林道巡視調査

市内の林道の定期的な巡視調査を行い異常箇所の早期発

見に努めた。

（２）林道小修繕

林道巡視調査により発見した異常箇所の修繕や大雨等に

よる路面洗堀等の修繕を行った。

（３）除草・除雪

生活道路機能を確保するため除草及び除雪を行った。

【七ッ森湖～泉ケ岳線林道開設事業】

仙台市泉ケ岳地区から大和町吉田地区を結ぶ林道の開設
について、事業主体となる宮城県に対し、事業実施に伴う
負担金を拠出した。

【林道整備】

（１）劣化の著しい林道鐶掛線（青葉区）の鐶掛橋につい
て、補修にむけた詳細設計を行った。

（２）森林経営管理制度の運用等による施業予定森林に接
続する林道末坂線（青葉区）および林道苦桃線（泉
区）の路面改修を行った。

令和４年度の取り組み

令和3年度繰越額：13,296千円

（連絡先：022-214-8264）
農林土木課

林業基盤整備

改修前 改修後

林道鐶掛線 鐶掛橋

令和4年度決算額：53,139千円



（1）管理課

（2）業務課

（3）花き市場

（4）食肉市場

5.仙台中央卸売市場
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（1）管理課

老朽化した中央卸売市場本場の再整備のため、令和３年
度に実施した市場再整備に関する調査検討業務の結果を踏
まえ、令和４年度は、中央卸売市場本場を現地建替で再整
備することを決定した。

（2）業務課

安心・安全な生鮮食料品を安定的に供給し続けることが
できるよう、取引に関する指導・監督を適正に実施した。

また、コロナ禍にあっても市場機能を停止できないこと
から、卸売市場関係団体で定められたガイドラインに基づ
き、マスクの着用や手洗い、検温、体調確認を行うなど基
本的な感染予防対策について、市場内への周知徹底に努め
た。

令和４年度の取り組み

（連絡先：022-232-8111）中央卸売市場 管理課／業務課
中央卸売市場本場

マスク着用の巡回指導の様子
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（3）花き市場

切り花１世帯あたりの購入額は、平成９年をピークに右
肩下がりで推移していることから、花きの需要拡大を目指
して各種の取組みを実施した。

・秋休み親子花き市場見学会

・花の日に向けた花のPR活動

・父の日に向けた花のPR活動

・地元テレビ局との連携による花の商品券提供など

（4）食肉市場

食肉の安全・安心及び安定供給に向けて、基幹設備の改
修や、豚熱等の家畜伝染病対策 等を実施した。

・汚水処理施設改築、市場棟冷凍機及び高架軌条設備改
修 、と畜場棟耐震補強改修設備切り回し等

・HACCP（と畜場・加工場）に基づく衛生管理の実施

・開設記念共進会等のイベント開催

令和４年度の取り組み

中央卸売市場 花き市場／食肉市場 花き市場（連絡先：022-232-8123）

中央卸売市場花き市場・食肉市場

食肉市場（連絡先：022-258-3131）

共進会の様子
市場流通の仕組みについて説明

せり場の体験

フラワーアレンジメント教室


